


　
『
タ
ケ
ノ
コ
』
や
『
つ
わ
』
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
方
か
ら
こ

れ
ら
に
関
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
の
竹
山
に
他
人
が
き
て
タ
ケ
ノ
コ
を
採
ら
れ
て
困
る
！
」

　
「
竹
山
の
入
り
口
に
知
ら
な
い
車
が
止
ま
っ
て
い
る
と
、
自
分
の
山
な
の
に
怖
く
て
入

　

れ
な
い
！
」

　
「
タ
ケ
ノ
コ
を
採
っ
た
あ
と
、
食
べ
殻
や
ご
み
を
捨
て
て
あ
る
！
」

　

タ
ケ
ノ
コ
や
つ
わ
は
、自
然
に
出
て
い
る
も
の
だ
か
ら
ど
こ
で
採
っ
て
も
い
い
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

他
人
の
山
や
畑
等
に
あ
る
も
の
を
勝
手
に
採
る
の
は
、
窃
盗
罪
に
な
り
ま
す
。

　

山
の
入
り
口
に
「
タ
ケ
ノ
コ
採
る
な
！
」
と
書
か
れ
た
看
板
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
無
断
で
タ
ケ
ノ
コ
を
採
る
こ
と
は
、
地
主
に
と
っ
て
大
変
迷
惑
な
行
為
で
す
。

必
ず
地
主
か
ら
許
可
を
得
て
、
採
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
タ
ケ
ノ
コ
や
つ
わ
を
採
っ
た
あ
と
、
食
べ
殻
や
ご
み
を
そ
の
ま
ま
置
い
て
帰

る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
不
法
投
棄
で
す
。
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
『
自
然
豊
か
な
種
子
島
』
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
！

春
で
す
ね
！

　

お
い
し
い
『
タ
ケ
ノ
コ
や
つ
わ
の
季
節
』
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
っ
て
き
ま
し
た
・
・
・
が
、

無
断
で
採
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
３
・
３
０
４

ま
ち
に

合
わ

　

市
役
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図

り
、
市
民
や
事
業
所
に
率
先
し
た
取
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
地
球
温
暖
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
20
条
の
３
の

規
定
に
基
づ
き
、
第
２
次
西
之
表
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
の
実
施
状
況
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
毎
年
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
し
ま
す
。
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
計
画
の
期
間
】
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５
年
間

【
対
象
の
範
囲
】

　

西
之
表
市
役
所
の
全
て
の
事
務
・
事
業
と
し
、
出
先
機
関
、
指
定
管
理
施
設
も
含
め
た
全

て
の
組
織
及
び
施
設

【
対
象
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
】

　

二
酸
化
炭
素
（

C
O
₂

）、
メ
タ
ン
（

C
H
₄

）、
一
酸
化
二
窒
素
（

N
₂
O

）
の
３
物
質

【
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
基
準
年
度
）】

　

3
,
5
0
4
,
1
4
8
k
g

‐

C
O
₂

（
平
成
25

年
度
の
二
酸
化
炭
素
換
算
排
出
量
）

【
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
】

　

目
標
年
度
の
平
成
31

年
度
に
平
成
25

年
度
排
出
量
の
５
％
削
減

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

　

太
陽
光
・
風
力
発
電
の
導
入
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
順
次
取
り
換
え
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実

践
、
冷
暖
房
温
度
の
適
正
な
設
定
、
昼
休
み
の
消
灯
等
、
各
項
目
に
つ
い
て
削
減
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
３
・
３
０
４

西
之
表
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定

温
室
効
果
ガ
ス
を
５
年
間
で
５
％
削
減
し
ま
す
！



　

前
回
の
選
挙
か
ら
西
之
表
市
区
と

熊
毛
郡
区
が
合
区
さ
れ
、
ひ
と
つ
の

選
挙
区
と
な
り
定
数
２
と
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

《
投
票
時
間
》

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

※
第
10
投
票
所
（
立
山
）、
第
11
投
票

所
（
中
割
）
は
、午
後
６
時
ま
で
で
す
。

《
期
日
前
投
票
（
不
在
者
投
票
）》

【
期
間
】

　

４
月
４
日
（
土
）
〜
４
月
11
日
（
土
）

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

【
場
所
】

　

市
役
所
１
階　

市
民
お
き
が
る
ー
む

　
　
　
　
　
　
　
（
旧
レ
ス
ト
ラ
ン
）

《
開
票
所
》

　

市
民
会
館
改
修
工
事
の
た
め
開
票

を
市
民
体
育
館
で
午
後
８
時
30
分
か

ら
行
い
ま
す
。

第  1  投票所（榕城 1） 市役所１階ロビー
第  2  投票所（榕城 2） 市民体育館
第  3  投票所（上西） 上西小学校
第  4  投票所（下西） 下西小学校
第  5  投票所（国上） 国上校区中央公民館
第  6  投票所（伊関） 伊関小学校
第  7  投票所（安納） 安納小学校
第  8  投票所（現和） 現和小学校
第  9  投票所（安城） 安城小学校
第 10 投票所（立山） 立山小学校
第 11 投票所（中割） 旧鴻峰小学校
第 12 投票所（古田） 古田小学校
第 13 投票所（住吉） 住吉校区中央公民館

《投票所一覧》

４月 12日（日）は
鹿児島県議会議員選挙の投票日です

■問い合わせ先
　市選挙管理委員会事務局（市役所３階）
　℡ 22‐1111 内線 277

〇
種
子
島
ふ
る
さ
と
応
援
隊
と
は
？

　

全
国
に
い
る
出
郷
者
の
方
々
が
、
ふ
る
さ
と
種
子
島
を
応
援
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
、
平
成
18
年
４
月
に
設
立
し
ま
し

た
。（
隊
員
数
３
８
５
名
：
平
成
27
年
２
月
末
）

　

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
互
い
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
活
動
の
促
進
や
行
政
施
策
へ
の
幅
広
い
提
言
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
務
局
か
ら
は
「
市
政
の
窓
」
と
「
ふ
る
さ
と
応
援
隊
新
聞
」

を
毎
月
送
付
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
懐
か
し
い
行
事
や
旬
の
お
知

ら
せ
、
地
元
産
業
の
取
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

世
代
を
超
え
て
、こ
の
豊
か
な
自
然
と
人
情
味
溢
れ
る
「
ふ
る
さ
と
種
子
島
」
を
守
り
、

育
て
て
い
け
る
よ
う
に
、
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
：
ど
ん
な
人
が
入
会
で
き
ま
す
か
？

Ａ
：
種
子
島
出
身
の
方
、
又
は
種
子
島
の
こ
と
を
想
う
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入　

　

会
で
き
ま
す
。

Ｑ
：
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
全
国
の
種
子
島
を
想
う
仲
間
と
交
流
し
、「
ふ
る
さ
と
」
支
援
に
積
極
的
に
関
わ
る

　
　

機
会
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
約
店
を
ご
利
用
頂
い
た
際
に
、
応
援
隊
特
典
を
受

　
　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
：
会
費
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
：
は
い
、
年
間
（
毎
年
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日
）
一
律
３
０
０
０
円
で
す
。

　

※
年
度
内
退
会
の
場
合
、
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
ふ
る
さ
と
応
援
隊
事
務
局
（
市
役
所
地
域
支
援
課
市
民
活
動
支
援
係
）

　

〒
８
９
１
‐
３
１
９
３
鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
７
６
１
２

　

℡
０
９
９
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
４　

Fax
０
９
９
７
‐
２
２
‐
０
２
９
５

　

E-m
ail

：ohentai@
city.nishinoom

ote.lg.jp

「
種
子
島
ふ
る
さ
と
応
援
隊
」
隊
員
募
集
中
！



特別障害者手当・
障害児福祉手当改定のお知らせ

　

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在

宅
の
方
の
生
活
向
上
を
目
的
と
し

て
、
次
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
分
か
ら
、
下
記

の
と
お
り
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま

す
。

●
特
別
障
害
者
手
当（
20
歳
以
上
の
方
）

〔
月
額
〕　

２
６
，
６
２
０
円

〔
支
給
制
限
〕
左
記
に
該
当
す
る
場

合
は
、
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
障
害
者
総
合
支
援
法
に
規
定
す

る
障
害
者
支
援
施
設
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
と
き

②
病
院
又
は
診
療
所
に
継
続
し
て

３
月
を
超
え
て
入
院
す
る
に
至
っ

た
と
き

③
本
人
又
は
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

●
障
害
児
福
祉
手
当（
20
歳
未
満
の
方
）

〔
月
額
〕　

１
４
，
４
８
０
円

〔
支
給
制
限
〕
左
記
に
該
当
す
る
場

合
は
、
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
障
害
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
と
き

②
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
肢
体

不
自
由
児
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と
き

③
本
人
又
は
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

　

ど
ち
ら
の
手
当
も
、
２
月
・
５

月
・
８
月
・
11
月
に
前
月
分
（
３
ヶ

月
分
を
ま
と
め
て
）
ま
で
を
支
給

し
ま
す
。

■問い合わせ先
　福祉事務所社会福祉係　℡ 22‐1111 内線 324

平成 27年４月から
児童扶養手当・特別児童扶養手当額が
変わります！

　

父
親
又
は
母
親
が
い
な
い
家
庭

や
父
親
（
母
親
）
が
一
定
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
家
庭
等
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
母
（
父
）、
又
は

父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
す
る
児
童

扶
養
手
当
、
精
神
又
は
身
体
に
障

害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
す
る
父
若
し
く
は
母
又
は
父
母

以
外
の
者
が
養
育
す
る
と
き
に
支

給
す
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
４

月
分
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
手
当

額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当

　

全
部
支
給
の
場
合

　
　

月
額
４
２
，
０
０
０
円

　

一
部
支
給
の
場
合

　
　

月
額
４
１
，
９
９
０
〜

　
　
　
　

９
，
９
１
０
円

※
２
人
目
５
，
０
０
０
円
、
３
人

目
以
降
３
，
０
０
０
円
の
加
算
と

な
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

障
害
児
１
人
に
つ
い
て

　

２
級
の
場
合

　
　

月
額
３
４
，
０
３
０
円

　

１
級
の
場
合

　
　

月
額
５
１
，
１
０
０
円

■問い合わせ先　
　福祉事務所子育て支援係　℡ 22‐1111 内線 322

鯉のぼりをあげる際は、電線に注意！
　九州電力から感電事故防止のお願いです。
　鯉のぼりの季節になりましたが、感電事故防止のため、電線付近での鯉のぼりや魚つ
りは絶対に行わないようにしましょう。
　万一鯉のぼりや、釣り糸が電線にかかった場合は、自分で取ろうとせず、九州電力ま
でご連絡ください。

■問い合わせ先　九州電力 ( 株 ) 熊毛営業所　℡ 0120‐986‐807（無料電話）



市が発注する小規模修繕等の
契約希望者の登録申請を受け付けます

■申請・問い合わせ先
　市役所建設課管理係　℡ 22‐1111 内線 239
　ダウンロード用ホームページ
　http://www.city.nishinoomote.lg.jp/syoukibo/　　
shuzen.html

【
対
象
と
な
る
契
約
】

　

登
録
者
を
対
象
と
す
る
修
繕

等
の
契
約
は
、
30
万
円
未
満
で
、

内
容
が
軽
易
か
つ
履
行
の
確
保

が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

も
の
に
限
定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
長
が
特
に
必
要

と
認
め
た
場
合
は
、
そ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
登
録
資
格
】

①
西
之
表
市
に
主
た
る
事
務
所

　

を
置
く
者
で
、
希
望
業
種
を

　

履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資

　

格
許
可
等
が
あ
る
場
合
に
は

　

そ
の
資
格
・
許
可
を
有
す
る
者

②
小
規
模
修
繕
等
の
工
事
に
関

　

す
る
能
力
を
有
す
る
者

③
西
之
表
市
建
設
工
事
請
負
業

　

者
選
定
事
務
処
理
要
領
（
昭

　

和
46
年
西
之
表
市
告
示
６
号
）

　

に
基
づ
く
資
格
者
名
簿
に
登

　

録
さ
れ
て
い
な
い
者

【
申
請
の
方
法
】

　

小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者

登
録
申
請
書
（
市
役
所
建
設
課

備
付
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
次
の
書

類
を
添
え
て
、
市
役
所
建
設
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
法
人
の
場
合

　

法
人
市
民
税
及
び
固
定
資
産

税
の
納
税
証
明
書

◎
個
人
の
場
合

　

市
税
の
納
税
証
明
書

◎
希
望
業
種
を
履
行
す
る
た
め

に
必
要
な
資
格
・
許
可
が
あ
る

場
合
…
資
格
・
許
可
証
の
写
し

※
受
付
は
、
随
時
行
い
ま
す
。

　

市
内
の
業
者
を
利
用
し
て
、
個
人
が
所
有
す
る
住

宅
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　

消
費
税
を
除
く
工
事
費
の
11
％
相
当
額
（
上
限

33
万
円
）
を
商
品
券
で
交
付

【
受
付
期
間
】

　

４
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で
（
予
算
が
な
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
。）

【
対
象
者
】

　

１
か
ら
４
ま
で
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

１
．
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
（
個
人
）

　

①
改
修
工
事
を
行
う
住
宅
の
所
有
者
で
、
そ
の
住

　

宅
に
現
在
居
住
し
て
い
る
方

　

②
親
族
（
１
親
等
以
内
）
が
所
有
す
る
住
宅
に
現

　

在
居
住
し
て
い
る
方

　

③
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
予
定
者
で
市
内
に
所
有
す
る
住

　

宅
を
改
修
し
、
将
来
居
住
を
予
定
し
て
い
る
方

　

④
改
修
工
事
を
行
う
住
宅
の
所
有
者
で
、
住
宅
を

　

貸
し
て
い
る
方
（
家
主
申
請
で
補
助
金
１
人
当
た

　

り
限
度
額
33
万
円
）

２
．
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

３
．
市
が
実
施
す
る
他
の
同
様
な
補
助
金
や
助
成
金

　

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

４
．
住
宅
改
修
環
境
整
備
事
業
又
は
当
制
度
に
よ
る

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

【
対
象
と
な
る
工
事
】
１
か
ら
４
ま
で
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
工
事
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

１
．
市
内
の
工
事
施
行
業
者
が
行
う
工
事

２
．
住
居
部
分
に
関
す
る
修
繕
や
改
装
、増
築
工
事
、

　

住
居
と
同
一
敷
地
内
に
あ
る
倉
庫
及
び
車
庫
（
駐

　

車
場
・
塀
な
ど
住
居
外
の
部
分
の
工
事
は
対
象
に

　

な
り
ま
せ
ん
。）
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
工
事
に
つ

　

い
て
は
、
浄
化
槽
補
助
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
対

　

象
と
な
り
ま
す
。

３
．
消
費
税
を
除
く
工
事
費
が
10
万
円
以
上
の
工
事

４
．
平
成
28
年
２
月
29
日
（
月
）
ま
で
に
完
了
し
、

　

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
工
事

☆
改
修
工
事
を
開
始
す
る
前
に
必
要
書
類
を
揃
え
て

建
設
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
の
範

囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
度
途
中
で
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
の
前
に
、
現
在
実

施
し
て
い
る
か
ど
う
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西之表市すまいの環境改善事業
　　　　　　　補助金制度について

■申請・問い合わせ先
　市役所建設課管理係　℡ 22‐1111 内線 239・240

ｂｅｆｏｒｅ

ａｆｔｅｒ



　

西
之
表
市
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
疾

病
の
早
期
発
見
・
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
、「
1
日
人
間
ド
ッ
ク
」、「
２
日
人
間
ド
ッ

ク
」
及
び
「
脳
ド
ッ
ク
」
等
の
施
設
利
用
者
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

契
約
医
療
機
関
は
下
表
の
13
機
関
で
、
申
請
受
付
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１　

内
線
３
１
１
・
３
１
２

「
人
間
ド
ッ
ク
」・「
脳
ド
ッ
ク
」
等
の
助
成
を
行
い
ま
す

【
対
象
】

◆
国
民
健
康
保
険

　

施
設
利
用
日
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
加
入
期
間
が
引
き
続
き
1
年
以
上

で
、
20
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

被
保
険
者
全
員
が
対
象
で
す
。

《
注
意
事
項
》

①
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
診
の
い
ず
れ
か
、
年
度
1
回
を
限
度

と
し
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
滞
納
世
帯
の
被
保
険
者

に
は
助
成
で
き
ま
せ
ん
。

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
に
対
す
る

助
成
の
た
め
、
会
社
の
健
康
保
険
等
に

加
入
し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
額
】
※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク　

２
万
５
千
円

※
１
日
・
２
日
ド
ッ
ク
と
も
金
額
は
同

じ
で
す
。

●
脳
ド
ッ
ク　

２
万
円

●
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診　

２
万
５
千
円

※
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
は
国
保
の
み
助
成

【
申
請
方
法
】

①
医
療
機
関
に
受
検
日
を
予
約
す
る
。

②
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
、
市
役
所

健
康
保
険
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う
。

③
医
療
機
関
で
受
検
す
る
際
、
②
の
手

続
き
で
も
ら
う
利
用
券
を
提
出
す
る
。

※
受
検
す
る
前
に
申
請
を
行
わ
な
い
と

助
成
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ

○…受検出来る項目　×…受検出来ない項目

【本市と契約している医療機関】
医 療 機 関 郵便番号 住　　所 電 話 番 号 1日ドック 2日ドック 脳ドック ＰＥＴ

鹿児島市医師会病院 890-0064 鹿児島市鴨池新町7‐1 099-254-1125 ○ ○ × ×

成人病院 ※１ 890-0055 鹿児島市上荒田町16‐30 099-254-3332 ○ × × ×

高田病院 892-0824 鹿児島市堀江町5‐1 099-226-4325 ○ ○ × ×

鹿児島徳洲会病院 890-0056 鹿児島市下荒田町3‐8‐1 099-250-1110 ○ ○ × ×

JA 鹿児島県厚生連健康管理センター 890-0062 鹿児島市与次郎1‐13‐1 099-256-1133 ○ × ○ ×

鹿児島県民総合保健センター 890-8511 鹿児島市下伊敷3‐1‐7 099-220-2622 ○ ○ × ×

今村病院分院（2日ﾄﾞｯｸは70歳以下のみ利用可能） 890-0064 鹿児島市鴨池新町11‐23
人間ドック専用

099-285-3916 ○ ○ × ×

鹿児島厚生連病院※１ 890-0061 鹿児島市天保山町22‐25 099-252-9895 ○ ○ × ×

南風病院　(PET 検診は国保のみ利用可能） 892-8512 鹿児島市長田町14‐3 0120-332-411 ○ × × ○

さがらパース通りクリニック 892-0838 鹿児島市新屋敷町26‐13 099-239-5366 ○ × × ×

厚地脳神経外科病院 892-0842 鹿児島市東千石町4‐13 099-226-1491 × × ○ ×

田上病院 891-3198 西之表市西之表7463 0997-22-0960 ○ × ○ ×

厚地記念ｸﾘﾆｯｸ PET 画像診断センター※１ 891-0841 鹿児島市照国町12‐1 099-226-8871 × × × ○

※ 1　国民健康保険のみ利用可能



　

西
之
表
市
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
放
送
局
の
デ
ー
タ
放
送
で
『
西
之
表
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
』
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

移
動
図
書
館
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
随
時
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
台
風
接
近
な
ど
の
災
害

時
に
は
、
避
難
所
の
情
報
な
ど
緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
１
つ
と
し
て
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
放
送
を
見
る
手
順
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
一
度
、『
西
之
表
市
か
ら

の
お
知
ら
せ
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
役
所
市
民
生
活
課
広
報
市
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
６

　まずリモコンの１
を押してMBC放送へ
チャンネルを変えよう。

　次に、リモコンの
『ｄボタン』を押そう。

　黄色の『西之表市』で
決定ボタンを押すと・・・。

　移動図書館の他にもお知らせを掲載します。避
難所開設などの災害情報も掲載するので、必要に
応じてご活用ください。

デ
ー
タ
放
送
で
『
西
之
表
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
』
を
見
よ
う
！

①

　読みたいお知らせ
で決定ボタンを押し
ます。
　矢印の上下で次の
ページに移動します。

②

③

④

テレビ番組

テレビ番組

▲

▲

▲



第 26回にしのおもて市民フェア

～想い・人・学びを「つなぐ」～

　

３
月
１
日
（
日
）、
市
民
会
館
と
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

で
第
26
回
に
し
の
お
も
て
市
民
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
楠
声
合
唱
団

演
奏
会
に
出
演
し
た
楠
声
合
唱
団
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
福
重
真
紀

さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
表
彰
式
後
は
、
家

庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
内
田
玲
子
さ
ん
に
よ
る
「
見
つ
め

な
お
そ
う
家
庭
の
力
〜
親
と
子
の
愛
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
〜
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ

て
育
て
る
家
庭
教
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
す
こ
や
か
駐
車
場
に
長
蛇
の
列
が
登
場
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
す
も
が
販
売
す
る
カ
レ
ー
や
う
ど
ん
、
種
子

島
飲
食
店
振
興
会
の
販
売
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
串
、
山
海
丼
、
そ

の
他
に
も
弁
当
の
販
売
や
豚
汁
の
無
料
配
布
な
ど
美
味
し
い

昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
、
商
工
会
の
共
催
で
行
っ
た
『
く
ろ
し
お
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
』
で
は
、
53
名
が
約
2.5
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
強
風
に
も
負
け
ず
、
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
戻
っ
て
き
た
参
加
者
に
は
、
食
生
活

改
善
推
進
員
手
作
り
の
お
弁
当
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

種
子
島
飲
食
店
振
興
会
か
ら
も
山
海
丼
が
提
供
さ
れ
、
争
奪

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
開
催
。
消
費
カ
ロ
リ
ー
以
上
の
景
品
に

参
加
者
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
民
会
館
で
は
、
午
後
か
ら
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
、

市
民
講
座
な
ど
で
学
ん
だ
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
者

の
い
き
い
き
と
楽
し
そ
う
な
表
情
か
ら
、
日
頃
か
ら
楽
し
ん

で
学
ん
で
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
市
民
会
館
入
口
で
は
、
生
け
花
や
書
道
の

作
品
の
展
示
や
市
民
生
活
課
に
よ
る
マ
イ
エ
ン
ザ
の
無
料
配

布
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
販
売
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん

の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

く
ろ
し
お
ア
ー
ト
を
楽
し
み
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
各
ポ
イ
ン
ト
で
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▲
お
い
し
い
山
海
丼
は
い
か
が
？

種
子
島
飲
食
店
振
興
会
か
ら
太
っ
腹

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。

▲



健康ポスター最優秀賞
【小学校低学年の部】　平原　龍之介 ( 上西小 1年）
【小学校中学年の部】　野口　大（榕城小 3年）　
【小学校高学年の部】　小山田　陽菜（現和小 5年）
健康づくり功労賞【優良個人】　西田　恵子
特定健康診査表彰
【受診率の部】　里之町地域
【受診者数増加の部】　武部地域
【受診者増加率の部】　生姜山地域
【総合の部】　里之町地域
８０２０歯科表彰
【県歯科医師会長賞】　中野　隆男
【郡歯科医師会長賞】　田上　源九郎
【西之表市長賞】　村松　チト
優良地域づくり団体優秀賞　現和校区
優良地域づくり団体奨励賞　中割校区
社会教育功労賞
【優良個人】　浦添　助苗
【優良団体】　中目和老会
熊毛地区社会教育功労賞
【優良個人】　永田　義彦
【優良団体】　古田獅子舞保存会
社会福祉功労賞【優良個人】　原田　敏郎
全国社会教育委員連合会表彰　中野　幸太郎
九州地区子ども会育成連絡協議会表彰
　　　　　　　　　　　　　　　中村　逸夫

各　種　表　彰　紹　介
※敬称略（学年は 3月現在）

健康ポスター最優秀賞秀賞
【小学校低学年の部】　平原平原　龍之介 ( 上西小 1年）( 上西

【小学校中学年の部】　野口　大（榕城小 3年）
【小学校高学年の部】　小山田　陽菜（現和小 5年）
健康づくり功労賞【優良個人】　西田　恵子
特定健康診査表彰
【受診率の部】　里之町地域
【受診者数増加の部】　武部地域
【受診者増加率の部】　生姜山地域
【総合の部】　里之町地域
８０２０歯科表彰
【県歯科医師会長賞】　【県歯科 中野　隆男

医師会長賞】　【郡歯科医師 田上　源九郎
賞】　【西之表市長賞 村松　チト
り団体優秀賞　優良地域づくり 現和校区
り団体奨励賞優良地域づくり 中割校区
賞社会教育功労賞

【優良個人】 浦添　助苗浦
】【優良団体】 中目和老会

毛地区社会教育功労賞熊毛地区
【優良個人】 永田　義彦
【優良団体】 古田獅子舞保存会
社会福祉功労賞【優良個人】　原田　敏郎
全国社会教育委員連合会表彰 中野　幸太郎
九州地区子ども会育成連絡協議会表彰

中村　逸夫

各　種種　表　彰　紹　介
月現在））※敬称略（学年は 3月

▲表彰者の皆さん▲おいしい昼食を求めて長蛇の列に・・・

▲ロケット串をガブッ・・おいしいね

▲家庭教育カウンセラーの内田玲子さん



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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▲山下真人君
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22
1119



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

鶏ひき肉　　　………　150 ｇ
卵　　　　　　………　2個
きぬさや　　　………　150 ｇ
生姜の梅酢漬け
　　　　　　　………　少々
米　　　　　　………　3合

①米は 30 分前に洗って水 660 ㏄に調味料Ａを加えて炊く。
②鶏ひき肉は、調味料Ｂを加え、はし 5・6本でかき混ぜながら、煮汁がなくなるまで煮つめる。
③卵は割りほぐして、調味料Ｃを混ぜ、細かい炒り卵を作る。（油はひかないこと。）
④きぬさやは塩ゆでにして、細かい千切り。
⑤どんぶりに①のご飯を盛り、②、③、④を等分にのせ、生姜の梅酢漬けを添える。
※生姜の梅酢漬け・・・生姜をうす切りにしてさっとゆがき、水気をしぼる。それを梅干しの漬け汁に漬けたもの。

濃口醤油　………　大さじ 1

酒　　　　………　大さじ 3
濃口醤油　………　大さじ 1.5
砂糖　　　………　小さじ 1

3
  2
33
  2

3
  5
33
  5

2
23
22
2223

砂糖　　　………　小さじ 1
塩　　　　………　ひとつまみ



○
国
文
祭
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
開
始
！

（上）カウントダウン初日は、
鉄砲館キッズコンシェルジュ
が登場

　

３
月
１
日
（
日
）、
に
し
の
お

も
て
市
民
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
文
祭
西
之
表
市
実
行
委

員
会
で
は
、
鉄
砲
館
キ
ッ
ズ
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
と
も
に
、
国
文
祭

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
ぐ
り
ぶ
ー
と
さ
く
ら
も
応
援

に
駆
け
付
け
、
国
文
祭
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
に
の

せ
て
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
３
月
７
日
（
土
）、

市
民
会
館
で
、
今
年
度
９
回
の
活

動
を
締
め
く
く
る
、
平
成
26
年
度

ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
の
閉
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
隊
長
か
ら
修
了
証
書
の
授

与
が
行
わ
れ
、
年
間
の
活
動
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
写
真
で
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

活
動
を
重
ね
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
と
る

こ
と
、
協
力
す
る
こ
と
、
友
達
を

気
遣
う
こ
と
な
ど
、
異
年
齢
集
団

で
の
活
動
に
お
い
て
大
切
な
こ
と

国
文
祭
が
や
っ
て
く
る　

No.
９

平
成
26
年
度
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
閉
講
式

○
市
民
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た

↓練習の成果もあって、ぐりぶー・
さくらとダンスを踊りきりました♪

　

３
月
２
日
（
月
）
か
ら
、
西
之

表
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
国
文

祭
西
之
表
市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
国
文
祭
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
国
民
文
化
祭
開
催
（
平
成

27
年
10
月
31
日
開
幕
）
ま
で
、
市

民
を
は
じ
め
、
企
業
、
団
体
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
島
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
々
が
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ボ
ー
ド
を
持
っ
て
登
場
し
ま
す
。

　

毎
日
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
お
見

逃
し
な
く
！

☆
皆
さ
ん
の
元
に
も
、
撮
影
の
お

願
い
に
伺
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
！ （下）健康保険課職員

☆
来
年
度
も
楽
し
く
充
実
し
た
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！
☆

を
学
び
、
友
達
の
輪
を
広
げ
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
様
々
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

１
年
間
の
感
想
を
全
員
が
発
表

し
、
自
分
の
気
持
ち
を
自
分
の
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
・
か

く
れ
ん
ぼ
を
楽
し
く
行
い
、
今
年

度
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

☆
隊
員
た
ち
の
感
想
☆

　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）

★
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
が
一
番
心

に
残
っ
た
。
収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い

も
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

★
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
「
へ
き

☆
コ
レ
」
で
す
。
よ
く
遊
び
に
行

く
図
書
館
の
壁
に
自
分
た
ち
で
飾

り
付
け
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
来

年
も
ま
な
び
〜
隊
に
入
り
た
い
で

す
！

★
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
と
い

そ
遊
び
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
作
れ

ま
し
た
。
い
そ
遊
び
で
は
タ
コ
は

捕
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
ビ
ッ
チ
ョ

が
捕
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

★
開
講
式
の
時
は
友
達
が
で
き
る

か
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
違
う
学

校
の
友
達
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
農
業
体
験
で
は
、
農
家
の
人

が
私
た
ち
の
「
食
生
活
」
を
支
え

て
い
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝

し
た
い
！



　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た

初
動
訓
練
が
市
内
全
域
で
一
斉
に
行
わ

れ
、
市
民
１
１
１
７
人
、
消
防
団
員

２
４
９
人
、
合
計
１
３
６
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
市
民
総
参
加
の
訓
練

が
行
わ
れ
、
津
波
注
意
区
域
の
住
民
は

消
防
団
員
と
と
も
に
率
先
避
難
を
行
い
、

高
台
に
逃
げ
る
初
動
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
各
校
区
の
消
防
分
団
は
警

戒
活
動
や
通
信
機
器
に
よ
る
情
報
伝
達

訓
練
、
消
火
訓
練
な
ど
を
行
い
、
女
性

分
団
は
す
こ
や
か
駐
車
場
に
仮
避
難
所

を
設
営
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
訓
練
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
で
は
最
大
11
ｍ
の
津
波
襲

来
や
震
度
６
強
の
地
震
の
想
定
が
あ
り

ま
す
。
震
災
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
冷
静
に
身

を
守
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
日
頃
か

ら
意
識
を
持
ち
、
訓
練
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

3
11
33
1111第

２
回
消
防
団
震
災
対
策
訓
練
を
実
施

防 災

賃
貸
住
宅
退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　

〜
現
状
回
復
に
つ
い
て
は
確
認
を
〜

　

３
年
間
居
住
し
た
賃
貸
住
宅
を
先
月
末
に
退
去
し
た
。
退
去
時
に
立
ち

合
っ
て
い
な
い
。
後
日
、
家
主
か
ら
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
、
ク
ロ
ス

貼
替
え
、
畳
替
え
代
を
敷
金
か
ら
差
引
き
不
足
分
を
請
求
す
る
と
言
わ
れ

た
。
部
屋
は
き
れ
い
に
し
て
お
り
、
破
損
等
も
し
て
い
な
い
。
支
払
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
男
性
）

　

３
月
は
、
転
勤
等
に
よ
り
居
住
し
て
い
た
賃
貸
住
宅
を
退
去
す
る
人
が

多
く
敷
金
等
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

借
り
主
は
、
退
去
時
に
は
物
件
を
原
状
に
回
復
し
て
貸
主
に
返
還
す
る

義
務
が
あ
り
、
支
払
っ
た
敷
金
は
、
退
去
時
に
滞
納
家
賃
や
住
宅
の
原
状

回
復
費
用
を
除
き
返
還
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
国
土
交
通
省
の
「
原
状

回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、「
原
状
回
復
」

と
は
借
り
主
の
故
意
・
過
失
等
そ
の
他
通
常
の
使
用
を
超
え
る
よ
う
な
使

用
に
よ
る
破
損
を
復
旧
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
次
の
入
居
者
を
確
保
す

る
た
め
の
設
備
の
交
換
や
リ
フ
ォ
ー
ム
等
は
経
年
変
化
・
通
常
使
用
に
よ

る
損
耗
と
し
て
貸
主
が
負
担
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①
契
約
書
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
。
原
状
回
復
に
関
す
る
特
約
条
項
等
が

　

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
退
去
時
に
は
で
き
る
限
り
家
主
や
管
理
会
社
の
立
合
い
の
も
と
で
住
宅

　

の
現
状
確
認
を
す
る
こ
と
。
立
ち
合
い
を
せ
ず
に
退
去
す
る
と
、
家
主

　

か
ら
心
当
た
り
の
な
い
破
損
箇
所
を
指
摘
さ
れ
て
も
借
り
て
い
た
住
宅

　

に
行
っ
て
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

③
示
さ
れ
た
原
状
回
復
費
用
の
内
訳
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
。
修

　

繕
費
の
明
細
書
や
敷
金
精
算
書
類
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

④
入
居
時
に
気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
写
真
を
撮
る
な
ど
証
拠
を
残
し
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。



■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■■問い合合わわせせ先先
　西之表市地域包括支援センター
　（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡℡ 2233‐55222255

　
『
た
お
れ
ん
か
ら
だ
（
介
護
予
防
）
サ

ポ
ー
タ
ー
』
の
養
成
【
中
級
】
講
座
を

４
回
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
主
に
高
齢
者
に
多
い

転
倒
の
予
防
や
病
気
、
け
が
に
よ
る
寝

た
き
り
予
防
の
基
礎
的
な
内
容
を
学
ぶ

初
級
講
座
を
修
了
し
た
方
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
初
級
講
座

の
内
容
に
比
べ
、
よ
り
具
体
的
な
介
護

予
防
に
必
要
な
知
識
（
転
倒
予
防
・
低

栄
養
予
防
・
口
腔
機
能
低
下
予
防
・
認

知
症
予
防
な
ど
）
と
よ
り
実
践
的
な
転

倒
予
防
体
操
や
口
腔
体
操
、
調
理
実
習

な
ど
の
実
技
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
養
成
講
座
か
ら
19
名
の
介
護

予
防
【
中
級
】
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
、

各
地
域
で
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

た
お
れ
ん
か
ら
だ
（
介
護
予
防
）
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　
　
　
　
　
　
　
　

中
級
講
座
を
２
月
に
開
催
し
ま
し
た
！

２
月
18
日
（
水
）
に
鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
連
合
会
主
催
に
よ
る
平

成
26
年
度
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修
会
が
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
支
援
さ
れ
て
い
る
方
や
関
係
機
関
の
方
、

約
70
名
が
研
修
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
鹿
児
島
大
学
非
常
勤
講
師
の
山
本
良
江
先
生
に
よ
る
「
身

近
な
も
の
で
楽
し
い
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
、無
理
な
く
、だ
れ
で
も
、

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
で
き
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン（「
あ
い
う
え
お
体
操
」「
こ

ま
遊
び
」「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
」
な
ど
）
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
米
澤
多
美
子
先
生
に
よ
る
「
い
き
い
き
健
康
体
操
」
と

題
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ボ
ー
ル
、
セ
ラ
バ
ン

ド
を
使
っ
て
の
筋
力
づ
く
り

体
操
を
実
践
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
講
師
の
動
き
に
合

わ
せ
、
体
操
を
実
践
し
な
が

ら
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
鹿
児
島
県
在
宅

保
健
師
・
看
護
師
会
に
よ
る

寸
劇
「
腰
は
要
（
腰
痛
膝
痛

予
防
）」
が
演
じ
ら
れ
笑
い

の
中
で
研
修
を
お
え
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
サ
ロ
ン
支
援
者

の
方
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修
会



金
星
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
び
金
星
へ　

金
星
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」
は
、

２
０
１
０
年
５
月
に
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
か
ら
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
17

号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

２
０
１
０
年
12
月
、
主
エ
ン
ジ
ン
の
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
金
星
へ
の
軌
道
投
入

が
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

12
月
７
日
に
金
星
へ
の
最
接
近
を
利
用

し
、
再
び
軌
道
投
入
に
挑
み
ま
す
。

　

現
在
「
あ
か
つ
き
」
は
、
金
星
よ
り

も
太
陽
に
近
い
軌
道
を
回
っ
て
お
り
、

近
日
点
通
過
（
太
陽
に
一
番
接
近
す
る

と
き
）
で
は
、
地
球
の
約
３
倍
近
い
熱

を
受
け
ま
す
。
こ
の
５
年
間
で
、
７
回

に
わ
た
っ
て
近
日
点
を
通
過
し
、
機
器

の
温
度
上
昇
を
心
配
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
観
測
機
器
に
影
響
は
な
く
、

次
回
の
近
日
点

通
過
で
も
熱
環

境
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
と
い
う

希
望
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
？

　

学
生
の
た
め
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
先
送
り
（
猶
予
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

◎
学
生
納
付
特
例
の
メ
リ
ッ
ト

　

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額
（
26
年
度
年
金
額
）

　

９
６
６
，
０
０
０
円
（
１
級
）

　

７
７
２
，
８
０
０
円
（
２
級
）

◎
手
続
き
は
？

　

学
生
納
付
特
例
申
請
書
に
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
を
添
え
て
住
民
登
録
を

し
て
い
る
役
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
、
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
で

す
。

学
生  
の
た
め
の
、
知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
は
な
し

　
　
　
　
　
　

〜
年
金
は
老
後
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜

■
学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金
は
？

　

将
来
受
け
取
る
年
金
受
給
資
格
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

金
星
か
ら
地
球
の
な
ぞ
が
わ
か
る

　
「
あ
か
つ
き
」
が
探
査
す
る
金
星
は
、

大
き
さ
や
太
陽
か
ら
の
距
離
が
地
球

に
近
い
こ
と
か
ら
「
地
球
の
兄
弟
星
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

現
在
の
金
星
は
、
高
温
の
二
酸
化
炭

素
の
大
気
に
包
ま
れ
、
硫
酸
の
雲
が

浮
か
ぶ
、
地
球
と
は
全
く
異
な
る
環

境
で
す
。
な
ぜ
金
星
が
こ
の
よ
う
な

姿
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
分
か

れ
ば
、
地
球
が
金
星
と
違
っ
て
穏
や

か
な
生
命
あ
ふ
れ
る
星
と
な
っ
た
か

を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
挑
戦
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

と
な
る
「
あ
か
つ
き
」、
こ
れ
か
ら
も

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
４
日（
土
）は
皆
既
月
食
を
み
よ
う
！

　

４
月
４
日
（
土
）
の
皆
既
月
食
は
、

午
後
７
時
15
分
頃
か
ら
月
が
欠
け
始

め
、
午
後
８
時
54
分
頃
か
ら
12
分
間

ほ
ど
、
皆
既
状
態
の
月
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
そ
の
点
に
も
注
目
し
な
が

ら
観
測
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
注
１
）
障
害
基
礎
年
金
及
び
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
一
定
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。

（
注
２
）
保
険
料
を
10
年
以
内
に
納
付
（
追

納
）
す
る
と
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

老齢基礎年金
障害・遺族
基礎年金
（注 1）

受給資格
期間への
算入

年金額へ
の反映

受給資格
期間への
算入

納付 〇 〇 〇
学生納
付特例 〇 ×( 注 2) 〇

未納 × × ×

【下表】納付と学生納付特例と未納の
　　　　　　　　　　　　違いについて



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

木
原　

幸
一
郎
武
部

西
川　

み
ち

大
山　

順
子

塰
泊

大
山　

岑
生

舩
元　

美
代
子
塰
泊

舩
元　

剛
郎

古
田　

博

沖
ヶ
浜
田
古
田　

義
則

鈴
木　

勝

美
浜
町

鈴
木　

ミ
ヨ

牛
嶋　

滿
和
子
東
町

牛
嶋　

康
文

栁
川　

靜
子

柳
原

柳
川　

實
行

橋
口　

哲
司

牧
之
峯

橋
口　

正
子

橋
元　

盛
昭

近
政

橋
元　

フ
ク
エ

平
山　

と
め
子
深
川

平
山　

重

牧
瀬　

タ
エ
子
川
迎

牧
瀬　

ク
ニ

羽
生　

康
弘

榕
城
中
目
羽
生　

康
雄

中
原　

妙
子

下
能
野

瀬
﨑　

チ
ヨ

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

今
鞍　

琉る
い

男

連

あ
い

上
之
原
町

秋
好　

和か
ず
き樹

男

博
之

舞
子

山
口
県

山
口　

結ゆ

い愛

女

知
之

利
恵

小
牧

東　

悠は
る
む夢

男

夢
二

ひ
と
み
上
之
原
町

久
保
田　

陽は
る
し士

男

智

優
架

榕
城
中
目

榎
本　

侑ゆ
う
た
ろ
う

太
郎

男

孝
治

朋
子

朝
日
が
丘

深
田　

粋す

い衣

女

健

裕
可
里
納
曽

柳　

璃り

つ

き
津
希

男

英
明

希
美

中
野

関　

恵あ
や
と澄

男

和
浩

志
穂

上
石
寺

長
野　

瑚こ

こ子

女

覚

里
絵

中
西

浦
頭　

花か

ほ帆

女

孝
充

香
織

鴨
女
町

平
原　

俊
し
ゅ
ん
え
い英

男

大
成

美
穂

横
山

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3851 4332 8183 3953
上西 252 290 542 287
下西 1072 1233 2305 1156
国上 591 649 1240 626
伊関 198 213 411 204
安納 206 223 429 226
現和 662 678 1340 682
安城 154 168 322 176
立山 63 56 119 60
中割 52 50 102 62
古田 201 232 433 207
住吉 443 526 969 530

［火　災］
 出火件数　 3 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　55件
 うち急病　31件

発生件数　  4 件
死 者　  0 人
負 傷 者　  4 人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,395 人（－     2）
男性   7,745 人（         0）
女性   8,650 人（－     2）

［世帯数］
世帯（＋     8）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

榎
本　

冬

86

鴨
女
町

鎌
田　

洋
一

60

大
平

北
丸　

ツ
タ
エ

83

古
田
中
之
町

園
田　

イ
ツ
子

80

西
俣

上
野　

凖
一

75

上
石
寺

中
野　

イ
ト

96

柳
原

錨　

孝
一

74

池
田

阿
世
知　

國
忠

88

小
牧

山
口　

ハ
ツ
エ

89

鞍
勇

村
添　

ア
サ

89

浅
川

長
野　

芳
子

79

里
之
町

長
野　

哲
子

84

里
之
町

中
村　

美
義

72

寺
之
門

岩
川　

タ
子
コ

101

池
之
久
保

長
田　

ヤ
ス
子

82

浅
川

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

羽
生　

秀
之　
　
　

小
牧
野

　
　

＆

長
瀬　

ゆ
か
り　
　

塰
泊



戦
争
と
云
う
二
文
字
に
た
え
て
来
て
米
寿
を
迎
え
平
和
を
祈
る

透
明
な
冬
日
差
し
入
る
山さ

ざ
ん
か

茶
花
の
枝
々
わ
た
り
小
鳥
の
遊
ぶ

藪
に
咲
く
山
吹
の
花
し
お
ら
し
く
宝
石
に
勝
る
黄
金
の
輝
き

子
ら
の
背せ

な

流
せ
し
日
々
の
甦
る
や
さ
し
く
落
す
大
根
の
土

方
言
で
唄
い
し
民
謡
草
切
り
節
亡
母
の
声
愛
し
耳
に
残
れ
る

三
月
の
口
開
け
待
ち
て
素
潜
り
に
磯
に
と
駆
け
し
浅
川
の
路
地

朝
な
夕
な
手
塩
に
掛
け
し
洋
蘭
に
新
春
の
朝
花
芽
の
四
つ

朝
日
浴
び
白
梅
い
つ
し
か
満
開
に
目
白
も
遊
ぶ
睦
月
の
中
頃

一
本
の
木
の
あ
る
こ
と
の
優
し
さ
を
倒
さ
れ
て
後
又
し
て
も
言
ふ

百
歳
を
迎
え
る
叔
父
の
祝
宴
に
集
う
わ
が
家
の
梅
は
満
開

節
分
に
お
経
頂
戴
厄
払
い
健
康
念
じ
お
洗
米
噛
む

合
唱
の
想
い
は
一
つ
ハ
ー
モ
ニ
ー
舞
台
に
立
つ
は
他
に
替
え
が
た
し

大
輪
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
に
は
揚あ

げ
は羽

蝶ち
ょ
うは

こ
べ
に
蜆

し
じ
み

わ
が
家
の
庭
先

タ
ヌ
キ
顔
キ
ヌ
タ
と
名
付
く
我
が
家
猫
手
を
打
ち
呼
べ
ば
は
や
走
り
込
む

新
春
の
空
に
連
打
の
花
咲
け
り

海
風
に
波
砕
け
散
る
春
の
岩

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ

池
田
・
池
浪
三
重
子

大
阪
府
吹
田
市
・
石
橋　

卓
夫

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

わ
ら
び
苑
・
川
下　

廣
榮

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

中
西
・
髙
重　

孝
子

小
牧
・
田
上　

那
枝

東
町
・
德
永
ソ
ヨ
子

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

榕
城
中
目
・
宮
園
ム
ツ
エ

本
立
・
吉
永　

正

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
も
ひ
さ

区　分 島内産 島外産
入荷量 23 トン 30 トン
53 トン （43％） （57％）
取引額 645 万円 433 万円
1,078 万円 （60％） （40％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 3,025 136 6,588 583
葉 茎 菜 類 3,512 559 11,412 826
果 菜 類 964 230 2,804 925
そ の 他 9,501 1,878 4,201 827
小 計 17,002 2,803 25,005 3,161

果
物
類

かんきつ類 4,345 1,070 786 73
果 瓜 類 0 0 7 2
そ の 他 1,240 1,570 2,254 531
小 計 5,585 2,640 3,047 606

鳥卵・加工品等 538 333 1,475 564

花　類
33,685

673
0

0
本 本

青
果
状
況
【
２
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
４
月
の
休
み
》
５
日
・
８
日
・
12
日
・
15
日
・
19
日
・  　

　
　
　
　
　

  

22
日
・
26
日
・
29
日

今
月
の
表
紙
は
、
上
西
小
学
校
の
一
輪
車
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
の
様
子
。
１
年
生
も
上
手
に
一
輪
車
に
乗
れ
て
い
る
の
は

す
ご
い
な
ぁ
と
感
心
し
ま
し
た
。
私
の
一
輪
車
が
あ
ん
な
に

自
由
に
走
れ
て
た
記
憶
は
な
い
な
ぁ
と
、
子
ど
も
の
時
の
記

憶
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
楽
し
く
撮
影
で
き
ま
し
た
。（
俊
）

　

市
政
の
窓
３
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り

訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

※
10
頁　

ま
ち
の
わ
だ
い

　
　
　
　
　

第
55
回
種
子
島
地
区
武
道
大
会
（
剣
道
個
人
戦
）

（
誤
）
中
学
生
女
子　

優
勝　

宮
園
ア
イ
子

（
正
）
中
学
生
女
子　

優
勝　

宮
本
あ
い
子

姉
妹
都
市
伊
佐
市
と
の
交
流
事
業

　

今
年
は
、戦
後
70
周
年
と
な
る
年
で
す
。
70
周
年
を
記
念
し
て
、今
年
は
伊
佐
市
と
の
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

伊
佐
市
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
疎
開
先
と
し
て
本
市
の
子
ど
も
ら
を
受
入
れ
て
い
た
だ
い
た
縁
で
、

戦
後
、
姉
妹
都
市
盟
約
（
旧
大
口
市
・
旧
菱
刈
町
と
締
結
）
を
結
ん
で
い
ま
す
。
昔
は
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
世
代
が
移
り
、
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
交
流
を
深
め
、
絆
を
強
め

る
た
め
に
相
互
の
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
学
童
疎
開
や
伊
佐
市
に
関
係
す
る
写
真
や
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
役
所
総
務
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
総
務
課
行
政
秘
書
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
３
・
２
０
７

戦後 70 周年



■ 日　　時/2015年5月24日（日）11：15～受付・12:00～開会
■ 場　　所/アジュール竹芝
　　　　　　　地下鉄/大門駅より徒歩10分・JR線/浜松町駅より徒歩7分
　　　　　　　東京都港区海岸1-11-12   TEL（03）3437-5566
■ 会　　費/男性…8,000円 ・ 女性…5,000円
　　　　　　学生…半額
■ お申込み/関東種子島会事務局
　　　　　　 TEL（048）995-4125（午前9時～午後4時）
　　　　　　 FAX（048）995-6483

　関東種子島会は、平成６年に市の要請で、出郷者の会、黒潮会（種
子高）、種子実同窓会島睦会、現和会、草加市種子島会、南州会が合
流し発足した会です。各会の会員が相互に連携して親睦を図るとと
もに、郷土種子島の発展と社会に寄与することを目的とした会です。
　年一回の総会では、市長、県議を始め島出身の芸能人、著名人も
参加して頂き、種子島の将来のための意見交換をしたり、カラオケ
等の芸能大会や島の物品の抽選会をしたりして楽しんでいます。
　他に会を作っている方、あるいは同級生同士集まりたい方、この
会に合流して交流を深めてみませんか。

関東種子島会　会　　長  桑  山　 貢
　　　　　　　事務局長  竹之内康一
　　　　　　　　　　　  他役員一同
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